
令和２年度版　　国土交通省土木工事標準積算基準書［東日本大震災の被災地で適用する積算基準］（共通編）修正情報

頁 項目 修正前 修正後

Ⅱ-3-③-1 ③　深礎工

Ⅱ-3-③-1 

③ 深礎工 

③－１ 深礎工 

 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，人力及び人力併用機械掘削，機械排土，ライナープレート土留工法による図１－１，図１－２に示す

範囲の深礎杭の施工に適用する。 

なお，本資料での杭径とは，ライナープレートの公称径（ボルト穴間の径）とし，土質区分は，表１．１とする｡ 

 
 
 

 

                     

 

 

 

 

 

 

図１－１ 適用杭径及び掘削深（標準） 

 

 

 

 

 
 
                Ｃ工法：人力掘削，やぐら装置排土 
 
 
 
 

 

図１－２ 適用杭径及び掘削深（掘削機が現場に搬入出来ない場合） 

 

表１．１ 土質 

土質 適 用 土 質 

土  
砂及び砂質土， 
粘土及び粘性土，レキ及びレキ質土 

岩  
岩塊・玉石及びこれらが砂，砂質土，粘性土，レキ質土と混合した土， 
軟岩（Ⅰ），（Ⅱ），中硬岩・硬岩（Ⅰ） 

 

２． 施 工 概 要 

  施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 (注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２－１ 施工フロー 
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Ａ工法：人力掘削，機械排土 

Ｂ工法：人力併用機械掘削，機械排土 

（Ｂ工法-1，Ｂ工法-2） 

必要回数分繰り返し 

Ⅱ-3-③-1 

③ 深礎工 

③－１ 深礎工 
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禁無断複製・転載


